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研究成果の概要（和文）：義歯安定剤の一種であるホームリライナーに含有されるアルコールが酒気帯び運転違
反の判定に及ぼす影響について検討することを目的として、ガスクロマトグラフィーを用い本剤から溶出するア
ルコール量を定量し、さらに本剤使用時の呼気アルコール濃度を測定する臨床試験を行った。本研究より、ホー
ムリライナーの使用が呼気アルコール濃度に影響し、酒気帯び運転の閾値を超える値に達することを認めた。し
かし、口腔内に挿入後、呼気アルコール濃度が酒気帯び運転の閾値を超える時間は長くはなかった。ホームリラ
イナーを使用した義歯を装着後、1時間以上経過してから運転することが望ましい。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the effect of ethyl alcohol in 
liner type denture adhesives on determination of drunk driving. The amount of EtOH loss of liner 
type denture adhesives was measured using a gas chromatograph-mass spectrometer. In addition, a 
clinical study was conducted to measure the breath alcohol concentration during the use of liner 
type denture adhesives. From this study, it was observed that the use of liner type denture 
adhesives affects breath alcohol concentration and leads to values above the threshold for drunk 
driving. However, the period of time during which the breath alcohol concentration remained above 
the threshold for drunk driving after insertion into the mouth was not long. The users should wait 
at least 1 h after inserting the dentures lined with liner type denture adhesives before driving.

研究分野：補綴・理工系歯学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ホームリライナーを塗布した義歯を使用することで、呼気アルコール濃度が酒気帯び運転の基準値を上回ること
があることが判明した。また、ホームリライナー塗布後、酒気帯び運転の基準値を上回る可能性があるため、少
なくとも1時間は自動車を運転しないことが望ましい。この結果を周知することで、アルコールを摂取していな
いにも関わらず誤って酒気帯び運転と判断されるリスクを避けることができるため、社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
現在市販されている義歯安定剤は、義歯粘着剤（クリームタイプ、粉末タイプ、シートタイプ）
とホームリライナー（クッションタイプ）に分類される。ホームリライナーは誤った使用方法に
より異常顎堤吸収を引き起こすケースが報告されており、使用が望ましくないとされている。そ
れにも関わらず、日本ではホームリライナーの使用者が多い。溶解性の低さやクッション効果が
理由だ。ホームリライナーはエタノールを含有し、近年、アルコールを摂取していないにもかか
わらず本剤が原因で酒気帯び運転の基準値を上回る呼気アルコール濃度が検出され、誤って逮
捕されるケースが社会問題となっている。しかし、本剤使用時のアルコール溶出量と呼気アルコ
ール濃度の関連性は明らかになっていない。本剤の成分や使用の状況、使用量が呼気アルコール
濃度にどのような影響を与えているのか、早急な解明が必要だと考えるに至った。 
 
 
２．研究の目的 
ホームリライナーの使用量、使用時間、およびエタノール含有量と呼気アルコール濃度との関
連性を解明することを目的とし、本剤から溶出するアルコール量の定量と本剤使用時の呼気ア
ルコール濃度を測定する臨床試験を行った。 
 
 
３．研究の方法 
市販ホームリライナーとしてタフグリップ（小林製薬）、新ライオデント（ライオン）、および
クッションコレクト（塩野義製薬）を用いた。いずれもポリ酢酸ビニルを主成分とし、EtOH を
含む。 
EtOH 溶出量の測定は、ガスクロマトグラフ質量分析計（GCMS-QP2010 SE、島津製作所、京都、
日本）を用いて行った。試料は 37℃のヘキサン中に 60 分間浸漬した。30分後と 60 分後に、GCMS
を用いて以下の条件で測定を行った。カラムは InertCap AQUATIC-2、内径 0.32 mm、長さ 30 m、
膜厚 1.8 mm (GL Sciensec, Tokyo, Japan)を使用した。カラム温度、流量、注入量、注入温度、
スプリット比はそれぞれ 50℃、3.72 mL/分、1 mL、260℃、10：1であった。30分および 60 分
浸漬後の EtOH 損失量を各材料について 5回測定し、材料 1gあたりの量を算出した。 
呼気アルコール濃度を測定する臨床試験には、10名の参加者（平均年齢 29.5 歳、範囲 23-40
歳）が選ばれた。プロトコルは、長崎大学大学院医歯薬学総合研究科の倫理委員会（No.1529）
の承認を得ている。研究開始前に各参加者からインフォームドコンセントを得た。参加者の上顎
の印象をアルジネート印象材で採得し、模型を製作した。常温重合レジン（トレーレジン II、
松風株式会社、京都市）を用いて実験用口蓋床を製作した。3種類のホームリライナーからタフ
グリップを選択した。参加者は、メーカーが推奨する量のタフグリップを塗布した実験用口蓋床
を装着した。この口蓋床を装着した被験者の呼気中の 1リットルあたりの EtOH 量を、アルコー
ル検知器（ALBLO FC1200、株式会社タニタ、東京、日本）を用いて、口腔内に挿入後 60分間、
5 分ごとに測定した。呼気中アルコール濃度の値が 0.15mg/L 以上であることが酒気帯び運転の
閾値となる。 
30 分後および 60分後の EtOH 溶出量はそれぞれ一元配置分散分析（ANOVA）および Tukey の方
法を用いて統計解析を行った。各材料に浸漬後 30 分経過時の EtOH 溶出量と翌 30 分経過時の
EtOH 溶出量の間に有意差が検出されるかどうかを Student の t 検定により判定した。有意水準
は 5％とした。呼気アルコール濃度の平均値および標準偏差は、全参加者から得られたデータを
用いて得られたものである。すべての統計解析には、統計解析ソフトウェア SPSS Statistics 
version 17.0 (SPSS Inc., Chicago, IL, USA)を使用した。 
 
 
４．研究成果 
試験したホームリライナーの浸漬後 30分および 60分における EtOH 溶出量を下図に示す。タ
フグリップ（TA）は、浸漬後 30 分および 60分のいずれにおいても，他の 2材料と比較して有意
に大きな EtOH 損失量を示した（P < 0.05）。クッションコレクト（CC）とライオデントホワイト



（LW）には、両時刻とも有意な差は見られなかった。 

 
下図に浸漬後 30分と翌 30分の EtOH 溶出量を示す。いずれの素材においても浸漬開始から 30
分までの EtOH 溶出量はその後の 30分よりも有意に大きく（P < 0.05）、素材に含まれる EtOH の
ほとんどが最初の 30分で溶出することが示された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
下表はクッションタイプの義歯安定剤を塗布した実験用口蓋床を口腔内に挿入した後、経時
的に測定した 10名の呼気アルコール濃度を示したものである。10人中 8人（Fと Jを除く）は、
挿入 5 分後に呼気アルコール濃度が酒気帯び運転の閾値（0.15mg/L 以上）を超えていた。その
後、呼気アルコール濃度が酒気帯び運転の閾値を超えた参加者の数は、時間の経過とともに減少
した。挿入から 35分後に呼気アルコール濃度が 0.15mg/L 未満となったのは、2名（参加者 Gと
I）を除いて全員であった。50分後には、すべての参加者が酒気帯び運転の閾値以下と判定され
た。酒気帯び運転の閾値以上の値が最も長く続いたのは 45 分であった。参加者 1名（参加者 J）
のみ、常に閾値を上回らなかった。 

 
全参加者の平均値と標準偏差を下図に示す。呼気アルコール濃度は、ホームリライナーを口腔
内に挿入してから 5分後まで上昇し、その後、徐々に低下する傾向が見られた。挿入 20分後の
呼気アルコール濃度は 0.15mg/L 以下となる傾向にあった。しかし、60 分後でも約 0.05mg/L の
値が検出された。 

 



今回の結果は、ホームリライナーの使用が呼気アルコール濃度に影響し、酒気帯び運転の閾値
を超える値につながるという我々の仮説を裏付けるものであった。しかし、口腔内に挿入後、呼
気アルコール濃度が酒気帯び運転の閾値を超える期間は長くはなかった。ホームリライナーを
塗布した義歯を装着後、1時間以上経過してから運転することが望ましい。 
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